

p
H


p
H

試
験
液
及
び
水
を
各
20
m
L 採
り
、
日

本
薬
局
方
（
令
和
３
年
６
月
厚
生
労
働
省














告
示
第
220号







）
一
般
試
験
法
（
以
下「
日

局
」
と
い
う
。）の

p
H
測
定
法
に
よ
り
試

験
を
行
う
と
き
、
両
液
の
p
H
の
差
は
、

10以
下
で
あ
る
。

試
験
液
及
び
水
を
各
20
m
L 採
り
、
日

本
薬
局
方
（
昭
和
61年
３
月
厚
生
省
告
示














第
58号




）
一
般
試
験
法
（
以
下
「
日
局
」

と
い
う
。）の

p
H
測
定
法
に
よ
り
試
験
を

行
う
と
き
、
両
液
の
p
H
の
差
は
、
10以

下
で
あ
る
。


・

（
略
）


・

（
略
）


（
略
）


（
略
）

そ
の
他
告
示

（
医
療
用
接
着
剤
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
用
接
着
剤
基
準
（
昭
和
四
十
五
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

Ⅱ
医
療
用
接
着
剤
の
品
質
基
準

及
び
試
験
法

Ⅱ
医
療
用
接
着
剤
の
品
質
及
び
試
験
法

医
療
用
接
着
剤
の
品
質
基
準
及
び
試
験
法
は
次





















の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
品
質






















基
準
及
び
試
験
法
と
同
等
以
上
の
品
質
、
有
効
性






















及
び
安
全
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
質
基






















準
及
び
試
験
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
用
い






















る
こ
と
が
で
き
る
。











（
新
設
）


物
理
試
験


物
理
試
験

（
削
る
）

ア
外
観

本
品
は
、
ほ
と
ん
ど
無
色
澄
明
の
液
で
あ



















る
。

イ
赤
外
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル












本
品
を
岩
塩
板
に
う
す
く
ぬ
り
、
硬
化
後

赤
外
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
す
る
と
き
、

2220㎝
－
１付
近
、
1740㎝

－
１付
近
及
び

1250㎝
－
１付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
吸
収
の
極
大
を

認
め
る
。

本
品
を
岩
塩
板
に
う
す
く
ぬ
り
、
硬
化
後

赤
外
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
す
る
と
き
、

2220㎝
－
１付
近
、
1740㎝

－
１付
近
及
び

1250㎝
－
１付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
吸
収
の
極
大
を

認
め
る
。


（
略
）


（
略
）


化
学
試
験


化
学
試
験

ア
強
熱
残
分

ア
強
熱
残
分

本
品
５
ｇ
を
と
り
、
日
本
薬
局
方
（
令
和


３
年
６
月
厚
生
労
働
省
告
示
第
220号

















）
一

般
試
験
法
（
以
下
「
日
局
」
と
い
う
。）に
規

定
す
る
強
熱
残
分
試
験
法
に
よ
り
試
験
を
行

な
う
と
き
、
01％

以
下
で
あ
る
。

本
品
５
ｇ
を
と
り
、
日
本
薬
局
方
（
昭
和


51年
４
月
厚
生
省
告
示
第
44号














）
一
般
試
験

法
（
以
下
「
日
局
」
と
い
う
。）に
規
定
す
る

強
熱
残
分
試
験
法
に
よ
り
試
験
を
行
な
う
と

き
、
01％

以
下
で
あ
る
。

イ
（
略
）

イ
（
略
）


（
略
）


（
略
）

（
視
力
補
正
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
基
準
の
廃
止
）

第
三
条

視
力
補
正
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
基
準
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
九
号
）を
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
富

山
県
庁
及
び
富
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
二
月
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
静
岡
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。静

岡
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
二
月
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

富
山
県
富
山
市
八
尾
町
栃
折
字
峠
三
五
八
、三
五
九
、

字
峯
三
六
一
の
二
、
三
六
一
の
三
、
三
六
一
の
五
か
ら

三
六
一
の
八
ま
で
、
三
六
二
の
一
、
三
六
二
の
三
か
ら

三
六
二
の
六
ま
で
、
三
六
三
の
一
、
三
六
三
の
三
か
ら

三
六
三
の
七
ま
で
、
三
六
五
の
一
か
ら
三
六
五
の
二
〇

ま
で
、
三
六
六
、三
六
七
の
一
か
ら
三
六
七
の
五
ま
で
、

三
六
七
の
七
か
ら
三
六
七
の
一
八
ま
で
、
三
六
八
の
一

か
ら
三
六
八
の
五
ま
で
、
三
六
九
の
二
か
ら
三
六
九
の

四
ま
で
、
三
七
〇
の
三
、
三
七
〇
の
四
、
三
七
一
、
三

七
二
、
字
間
平
四
一
五
の
五
、
四
一
五
の
六
、
四
一
五

の
九
か
ら
四
一
五
の
一
二
ま
で
、
四
一
七
の
一
か
ら
四

一
七
の
九
ま
で
、
四
一
九
の
一
、
四
一
九
の
二
、
四
一

九
の
四
か
ら
四
一
九
の
七
ま
で
、
四
二
〇
の
二
か
ら
四

二
〇
の
四
ま
で
、
字
泉
四
二
一
の
一
か
ら
四
二
一
の
一

二
ま
で
、
四
二
二
の
二
か
ら
四
二
二
の
五
ま
で
、
四
二

二
の
七
か
ら
四
二
二
の
一
七
ま
で
、
字
細
尾
四
三
九
の

一
か
ら
四
三
九
の
六
ま
で
、
四
三
九
の
八
か
ら
四
三
九

の
一
二
ま
で
、
四
四
〇
の
一
か
ら
四
四
〇
の
六
ま
で
、

四
四
〇
の
八
、
四
四
〇
の
一
〇
、
四
四
一
の
一
、
四
四

一
の
二
、
四
四
一
の
七
、
四
四
二
の
五
か
ら
四
四
二
の

八
ま
で
、
四
四
二
の
一
一
か
ら
四
四
二
の
一
四
ま
で
、

四
四
二
の
一
六
、
四
四
二
の
一
七
、
四
四
三
、
字
南
山

三
三
八
四
の
二
、
三
三
八
五
か
ら
三
三
八
七
ま
で
、
三

三
八
九
か
ら
三
三
九
四
ま
で
、
三
三
九
三
の
二
、
三
三

九
六
か
ら
三
三
九
八
ま
で
、
三
四
〇
五
、
三
四
四
五
か

ら
三
四
四
八
ま
で
、
三
四
五
一
か
ら
三
四
五
九
ま
で
、

三
四
五
一
の
二
、
三
四
六
二
か
ら
三
四
七
〇
ま
で
、
三

四
六
三
の
二
、
三
四
七
二
か
ら
三
四
七
五
ま
で
、
三
四

七
二
の
二
、
三
四
七
二
の
三
、
字
桂
ノ
平
三
四
七
六
か

ら
三
四
八
三
ま
で
、
三
四
八
七
か
ら
三
四
九
二
ま
で
、

三
四
九
七
か
ら
三
五
〇
〇
ま
で
、
三
四
九
九
の
二
、
三

五
〇
二
か
ら
三
五
〇
四
ま
で
、
三
五
〇
五
の
一
、
三
五

〇
五
の
二
、
三
五
〇
七
の
一
、
三
五
〇
七
の
二
、
三
五

〇
八
、
三
五
一
一
、
三
五
一
二
、
三
五
一
三
の
二
、
三

五
三
一
の
二
、
三
五
三
一
の
三
、
三
五
三
二
、
三
五
三

三
、
三
五
四
八
、
三
五
五
〇
、
三
五
五
一
、
三
五
五
三

か
ら
三
五
五
八
ま
で
、
三
五
六
一
、
三
五
六
一
の
二
、

三
五
七
一
、字
狢
ケ
峯
三
六
二
二
か
ら
三
六
二
六
ま
で
、

三
六
三
〇
、
三
六
三
五
か
ら
三
六
四
〇
ま
で
、
三
六
四

二
か
ら
三
六
四
八
ま
で
、
三
六
四
二
の
二
、
三
六
五
〇

か
ら
三
六
五
五
ま
で
、三
六
五
七
か
ら
三
六
六
一
ま
で
、

三
六
六
四
か
ら
三
六
七
一
ま
で
、
三
六
六
八
の
二
、
三

六
六
九
の
二
、
字
地
極
谷
三
六
七
二
か
ら
三
六
七
五
ま

で
、
三
六
七
九
、
三
六
九
〇
か
ら
三
六
九
五
ま
で
、
三

六
九
七
か
ら
三
七
〇
〇
ま
で
、
三
七
〇
二
か
ら
三
七
〇

五
ま
で
、
三
七
〇
八
か
ら
三
七
一
〇
ま
で
、
三
七
一
二

か
ら
三
七
一
七
ま
で
、
三
七
一
八
の
一
、
三
七
一
八
の

二
、
三
七
二
一
、
三
七
二
三
か
ら
三
七
三
九
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養




		2026-02-03T14:39:35+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



